
」 

 

 

 

******************************************** 

 

 

 

【月間聖句】 

   神はその独り子をお与えになったほどに、この世を愛された。 

独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためで 

ある。 

（ヨハネによる福音書３章１６節） 

 

 

             

 

教会の奉仕を受けて 

畑間節子 

 

主人の定年により小倉に帰り２４年になります。早いものですね。 

シオン山教会に転会し、暫くして女性会の方に食事当番の声をかけ

られ、参加することにしました。月１回、土曜日午前中に混ぜご飯の

具を作ることで、野菜をきざみ味をつける簡単な作業でした。あくる

日の日曜日には、別の方が朝早く来られ、５升のお米を研ぎ、私たち
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が作った材料を入れ、お昼に食べられる様に準備してくださいました。

土曜日集まって作業をしながら、おしゃべりをする中で、その方の人

柄や力強い信仰を知ることが出来、一緒に奉仕が出来たのは恵みだな

と思いました。その間会計のお手伝いをしてくださいとの声が掛かり、

補助的な事でしたので引き受けました。会計に奉仕されている姉妹た

ちの信仰、又は感謝して献金を捧げる姿に学ぶことが多くありました。 

途中耳を悪くして会計の仕事を退いたのですが、２,３カ月して再度会

計の仕事をと声かけられました。大した仕事をしていないのに、役に

立っているのかなと思いました。体も大分良くなっていたので、再度

参加しました。 

食事当番はコロナの影響を受け中止になりました。会計の仕事もそ

の後次の方に変わりました。食事当番や会計のお仕事で、友との交わ

りを通して教えられたことも多く感謝しています。 

その後女性会の会計となり、健康面で心配でしたが、無事おわること

ができ安心しました。 

教会には色々な奉仕が有ります。執事さん、役員の方の受付当番、

その他にも色々有ります。礼拝後話し合いが遅くまで有り、それに携

わっている方々に感謝しかありません。 

年々歳を重ねると体がついていかなくて、家庭では手抜きをしてい

ます。しかしそれでも歩いて教会に出席できることを感謝しています。

携帯電話に歩数が出るのを楽しみにしています。時々教会に行く途中、

車で来られる方に乗せていただき感謝しています。 

 

 「あなたがたはキリストの体であり、一人一人はその部分です」 

コリントの信徒への手紙第一 １２章２７節 

 


